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茨城県霞ヶ浦湖底の津波起源と考えられるイベント堆積物

Possible Tsunamiites in Lake Kasumigaura, Ibaraki, Japan
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　茨城県霞ヶ浦の湖底表層約2mの堆積物には、これまで3～４層準のイベント堆積物が確認されてきたが、今

回新たに津波イベントに対応する可能性がある堆積物が確認できたので報告する。既存のイベント層準はいず

れもテフラ起源のものであり、上位から、浅間Ａテフラ(1783年降下)、富士宝永テフラ（1707年降下）、浅

間Bテフラ(1108年降下)および榛名FPテフラ（5世紀末）とされている（故新井房夫氏による）。また、富士

宝永テフラと浅間Bテフラの間には、霞ヶ浦の湖底平原全体に、ヤマトシジミの貝殻が密集して産出する層準

がある。この層準は故安藤氏私信によれば、霞ヶ浦が海水環境から汽水環境へ変化する時期に相当する。ま

た、霞ヶ浦は富士宝永テフラ降下以降、淡水環境になったとされているが、1963年の常陸川水門の竣工以

来、霞ヶ浦は基本的に外洋との湖水交換は遮断されている。今回、霞ヶ浦中央部で採取した柱状試料約70㎝に

ついて粒度分析と全有機炭素・全窒素・全硫黄濃度測定を実施した。その結果、いくつかの層準で粒度の極大

値と全有機炭素濃度の極小値の対応が見られた。これらのイベント層について、テフラ層準を基点とした重量

堆積速度を求め、内挿・外挿によって年代を求めたところ、歴史的な津波イベントおよび霞ヶ浦では未確認の

浅間山起源のテフラに対応すると考えられる結果を得た。
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